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文化交流の理解を深める小学校社会科における近隣諸国の学習

永 田 成 文
D

小学校社会科における近隣諸国の学習では、文化のつながりについて導入で扱うのみで、文化のつながりそ

のものに焦点をおいた学習となっていない。本研究の目的は、小学校社会科において、文化交流の理解を深め

る近隣諸国の学習を提案することである。本研究では、文化交流の理解を深めるとは、文化の伝播、文化の変

容、文化の交流を理解していくことであると定義し、これらの視点において共通点と相違点を有する文化事象を

比較検討する新しい学習論を提示した。具体的な近隣諸国として中国を、文化事象として漢字とお茶を設定して

授業を開発し、実験授業を実施した。ワークシートの分析結果から、本研究で開発した授業は児童の文化交流の

理解を深めるために一定の効果があることがわかった。近隣諸国から伝播し、現在の日本の生活に根付いている

文化事象は、文化交流の理解を深める学習の学習内容の中核に位置づけることができる。

キーワード:文化交流、近隣諸国、伝播・変容・交流、漢字、お茶

I.研究の目的と方法

日本と中国や韓国などの近隣諸国は、今後、経済的 0

文化的 0人的な交流がますます活発になると予想される。

小学校社会科 6学年の国際理解分野の内容ア「我が国と

経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の

様子」では、日本の近隣諸国を意図的に取 り上げ、文化

や習慣を理解し、尊重することが目指されている
1)。

異

文化を理解し、尊重するためには、文化は自然へ合理的

な適応を図り、より充実した生活を営むために考案した

ものであるという点で共通性があること
分に着目する

必要がある。

学習指導要領に対応した教科書では、対象とする国の

日本とのつながり、人々の生活、学校生活のようすが共

通して取り上げられている
の
。日本の近隣諸国は文化面

でつながりが深い国として取 り上げられる。しかし、導

入で様々な文化が日本に伝播していることが取 り上げら

れるのみで、展開後は対象国の生活・文化を理解する学

習となっている。文化は国と国との二国間で伝播するの

ではなく、ある一定の範囲で伝播する。従来の近隣諸国

の学習は、文化が近隣諸国から日本に伝播する点が強調

され、伝播した文化が日本に合った形で変容していると

いう視点が弱い。変容した文化は逆に日本から近隣諸国

に伝播し、双方向で文化の交流をする場合もある。文化

面のつながりに焦点をあてた近隣諸国の学習は、文化の

伝播、文化の変容、文化の交流をとらえる必要がある。

本研究の目的は、小学校社会科において、文化交流の

理解を深める近隣諸国の学習を提案することである。

研究方法は、次の通りである。

第 1に 、小学校社会科において、文化交流の理解を深

める近隣諸国の学習の学習論を提示する。

第 2に、提示した学習論に基づいた授業を開発し、実

験授業を行う。

第 3に、開発した授業を文化交流の理解を深める視点

から分析 し、その有効性を明らかにする。

Ⅱ.文化交流の理解を深める社会科の学習論

1.内容論

文化交流の理解を深めるとは、まず文化の伝播を理解

し、次に文化の変容を理解し、さらに文化の交流を理解

することである (図 1参照)。

図 1 文化交流の理解を深まりのイメージ

文化交流の理解を深める内容として、近隣諸国から日

本に伝播 し、日本の生活に根付いている文化事象
のの

中で、日本独自の形に変容し、変容したものが再び日本

から近隣諸国に伝播することで文化の交流がイメージで

きるようなものを事例に取り上げる。

2.方法論

文化交流の理解を深める方法として、近隣諸国から日
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本へ伝播し、日本の生活に根付いている文化事象の中で、

その特質が異なるものを取り上げ、比較考察していく。

文化の伝播を理解するために、近隣諸国から日本に伝

播し、文化の伝播の範囲が異なる文化事象を比較する。

文化の変容を理解するために、近隣諸国から日本に伝播

し、文化の変容の難易が異なる文化事象を比較する。文

化の交流を理解するために、近隣諸国から日本に伝播・

変容し、再伝播の有無が異なる文化事象を比較する。

文化事象を比較考察することにより、児童は文化交流

の面的側面とともに各文化事象の特質を意識できる。

3.授業過程

従来の社会科における近隣諸国の学習では、「どのよ

うな文化が存在するのか」「なぜそのような文化が存在す

るのか」という問いについて、その背景を自然環境や社会

環境から考察する異文化を理解する過程となっていた。

文化交流の理解を深める近隣諸国の学習では、近隣諸

国から日本に伝播した文化事象について、「どこが同じ

でどこが違うのか」という問いから文化の変容を把握す

る。その上で、文化事象を比較し、「なぜ文化の伝播の

範囲が異なるのか」という問いから、文化事象そのものの

特質やつながりを考察する交流を理解する過程となる。

Ⅲ.文化交流の理解を深める近隣諸国の学習
の開発

1.中国から日本に伝播した文化―漢字とお茶―

本研究では近隣諸国の事例として、文化交流の歴史が

長く、様々な文化事象を日本へ伝えている中国を取 り上

げる。また文化事象の事例として、普段の生活の中で児

童力ψ慣れ親しみ、児童が中国から伝播した文化であると

いう意識が強い漢字とお茶を取 り上げる。

漢字は約 3500年前に中国で生まれ、約 2000年前に日

本に伝播 したとされている。漢字は中国から東アジア・

東南アジアに伝播している。日本では、漢字からひらが

な、カタカナを生み出すとともに漢字そのものも独自に

アレンジするという変容がなされた。

お茶は紀元前 59年頃に中国中部の揚子江上流付近で

利用の記録が残っている。8世紀に遣唐使として派遣さ

れた留学生たちが日本に伝え、12Cに栄西がお茶の薬用

効果を知 り、普及につとめたとされている。お茶は世界

各地に伝播している。日本では、緑茶の製法により中国

にないお茶の種類 (抹茶など)を アレンジするとともに、

日本独自のお茶の作法を生み出すなど変容がなされた。

お茶かけご飯や抹茶アイスなどは日本独自のアイデア

である。日本で生み出された茶道は中国への再伝播され

るなど交流がなされている→。

漢字とお茶は伝播の時期や伝播の範囲や伝播後の変容

や変容後の交流が異なる。漢字とお茶を事例として取り

上げることで、中国から伝播した文化は日本で取捨選択

され、文化の特質により日本に合った形で変容し、さら

に再伝播する場合があることをつかむことができる。

2.小単元「漢字とお茶から文化交流を考える」

小単元の目標は次の通りである。

○身近な生活の中にある漢字やお茶のルーツや種類や変

容について興味を持つ。【関心・意欲 0態度】

○漢字はアジア圏に広まっているのに対し、お茶が世界

中に広まっている理由を考える。【思考・判断】

○日中の漢字の共通点や相違点、お茶の種類による成分

の違いを読み取り、表現できる。【技能・表現】

○中国から伝播した文化は日本で変容し、中国に再伝播

している文化があることを理解する。【矢日識。理解】

小単元の構成は次の通 りである。

○漢字の伝播と変容・ e...・ ・ ◆・・・・・1時間
○お茶の変容と交流・ 0・ ・ e・ ・・・・・・ 01時間

小単元の学習過程を表したのが表 1である。

第 1時 は、日本と中国の歴史的な文化交流を概観 し、

漢字が現在も使用されている地域がアジアの一部である

ことを確認する。「中国になく日本にだけある漢字」「中

国と日本で意味は同じだが表記 (語順)が逆になる漢
字」「中国と日本で同じ表記で同じ意味の漢字」「中国と

日本で同じ表記で意味が異なる漢字」を取 り上げること

により、中国から伝播した漢字が日本で変容しているこ

とをつかませる。まとめとして漢字について興味や疑問

に思ったことを整理させる。

第 2時は、日本と中国のお茶の種類の違いから、日本

独自の製法によるお茶の変容を確認する。お茶が世界中

に伝播 し、いろいろな種類や飲み方にアレンジされてい

るという変容について確認した上で、「なぜお茶は世界

中に広まったのか」について追究させる。漢字とお茶の

伝播を比較 し、仮説を立てることにより、民族の指標

の 1つである文字であり、マスターするために時間がか

かる漢字と、アレンジしやすい飲料であり、気軽に取 り

入れることができるお茶との違いを意識することができ

る。児童からの様々な仮説の中で、お茶の本来の効用で

ある「お茶は体によい」についてとりあげ、お茶の成分

の資料
のから検証する。お茶の成分から、お茶は体に

よく、飲料なので世界各地で取 り入れやすいことを認識

することができる。文化交流として、日本独自のお茶の

種類である抹茶から発達した日本独自の作法である茶道

が中国に逆に伝播 していることを確認する。

小単元のまとめとして、漢字とお茶についての共通点

と相違点を記述させることで、中国から日本への漢字と

お茶の伝播、日本での変容と伝播の範囲の違い、再伝播

による交流の有無を整理させる。

―-20-一



「

文化交流の理解を深める小学校社会科における近隣諸国の学習

表 l Jヽ単元「漢字とお茶から文化交流を考える」の学習過程

第 1時「漢字の伝播と変容」
。中国と日本の漢字の「表記」「読み方」「意味」に着目させ,共通点や相違点に興味を持つ。【関心・意欲・態度】
。中国から日本へ伝播した漢字が,日本独自の漢字に変容していることに気付く。【知識・理解】

第2時「お茶の伝播と交流」
・漢字がアジアの一部に伝播したのに対し,お茶が世界中に伝播している理由を考える。【思考・判断】
・お茶が世界中に伝播している理由の 1つ としてお茶の成分表を読み取り,考えたことをヮークシートにまとめる。
・お茶は中国から世界中に伝播し,日本独自に発展したお茶の種類や作法が中国に逆輸入されていることをつかむ。

【技能。表現】
【知識。理解】

学習項目 主な発問や指示 学習活動 指導上の留意点 資料 評価

導
入
中国と日本
の文化交流
の歴史

○「世界地図に赤と青で
囲つてあるのはどこの
国でしよう。」

○「中国と日本は何年前
から交流があると思い

ますか。」
○「国同士の交流のきっ
かけとなったことは何
でしょう。」
○「今でも日本にある中
国から日本に伝わった
文化にはどのようなも
のがありますか。」

〇世界地図の赤と青
で示された範囲が
どこの国かを発表
する。

○何年前から交流し
ているかを予想し,
発表する。

○写真から,本格的
な交流のきっかけ
について発表するc

O中 国から日本に伝
わった文化を発表
する。

○資料 1の世界地図上で,中国と日本
の位置関係を確認し,日 本と中国の
つながりについて学習することを伝
える。また,資料 2から津市と中国
の鎮江市は友好都市であり,交流 し
ている事を説明する。

○予想を発表させる。児童に「二千年
前」などと思い思いに答えさせる。

○遣隋使と遣唐使に着目させ,中国の
進んだ技術や考え方などの収集を目
的とした貿易であつたことを伝える。
○実生活から発表させる。児童に資料 4
の「漢字」「お茶」「仏教」「餃子」「ラ
ーメン」などを答 えさせる。特 に,

漢字とお茶は生活の一部として定着
していることを確認する。

資料 1:世界地
図

資料 2:津市 と
鎮江市の位置

資料 3:遣隋使
と遣唐使の写真

資料 4:中 国か
ら日本に伝播 し
た文化

関心・意欲。態度

中国と日本の文

化交流に関する

質問に答えよう
としたか。

展
開
Ｉ

漢字の使用

地 域 (一 部
の ア ジ ア

圏)

○「漢字はいつ頃できた
と思いますか。」

○「漢字はどのようにし
て作られたのでしょ
う。」
○「現在,漢字を使つて
いる国を知っています
か。」

○「漢字を使つているこ
れらの国々をみて気づ
いたことはありません
か。」

○漢字がいつ頃でき
たかを予想し,発
表する。

○写真が何の漢字の

もとであるかを発

表する。

○現在でも漢字を使
用している国を発

表する。

○地図から,漢字を
使用している国々

の範囲を考える。

○資料 5の空欄を予想させ,中国で約
3500年前に作られた文字であること
を伝える。

○資料 6の 田園風景の写真から「山」
や「田」を連想させ,漢字はモノを文
字化したものが多いことを説明する。
○資料 7か ら,生活全体で使用,生活
の一部で使用,中 国の移民が使用し
ている国があり,それぞれ中国と日本 ,

韓国と北朝鮮,シ ンガポールとマレ
ーシアであることを確認する。
○漢字を使用している国々の位置に着
目させ,中国の近隣諸国である東ア
ジアや東南アジアの地域を意識させ
る。

資料 5:漢字は
いつ頃できたか

資料 6:田 園風
景の写真

資料 7:現在漢
字を使つている

国

○資料 8:世 界
で漢字が使用さ
れる国々の地図

知識・理解

漢字を使用して
いる国々が中国
の近隣諸国であ
るアジアに限定
されていること

をつかむことが
できたか。

展
開
Ⅱ

日本独 自に

変容 した漢

字

○「中国の漢字と日本の

漢字は同じだと思いま

すか。」
○「これらの漢字をみて,

気づくことは何でしょう。」

○「これらは中国での漢字
の書き方です。何か気づ

くことはありませんか。」
○「日本ではこのように書き
ますが,中 国ではどの
ように書くでしょうか。」
○「中国と日本で同じ書き

方の漢字の中国の意味
を考えましょう。また,日
本の意味は中国ではど

のような書き方になるのか

を考えましょう。

○中国と日本の漢字
は同じなのかを考
える。

○資料から,気づく
ことを発表する。

○資料から,気づく
ことを発表する。

○資料から,中国で
の書き方を予想す
る。

○中国での意味,中
国での表記を考え
て,ワ ークシー ト
に書く。

○表記や意味が全く同じなのかを問い

同じものや違うものがあることを伝
える。

○中国にはない日本だけにあるの漢字
を提示し,日 本独自の漢字があるこ
とをつかませる。

○表記が日本と逆になる漢字を提示し

中国と日本で表記が異なる漢字が存
在することをつかませる。

○同じ書き方で同じ意味の漢字を提示
し,中国と日本で表記も意味も同じ
漢字があることをつかませる。

○表記は同じでも意味が違う漢字があ
ることを伝え,日 本にの表記が中国
ではどのような意味になるのか,日
本の意味が中国ではどのような表記
になるのかをワークシー トに書かせ

資料 12で確認させる。

資料 9:中 国に
はない日本だけ
にある漢字

資料 lo:意味が
同じだが字の順

番が逆の漢字

資料 11:同 じ書
き方で同じ意味
の漢字
ワー クシー ト
1:中 国での意
味と書き方

資料 12:書き方
は同じでも意味
が違う漢字

知識。理解

中国と日本の漢

字の「表記」「読
み方」「意味」が

異なるものがあ

り,日 本独自の
漢字に変容して
いることをつか

むことができた

か。

終
結
中国と日本
の漢字への

探究

○「漢字について興味を

持ったことや疑間に思
ったことなどをヮーク
シー トに書 きましょ

う。」

○興味を持ったこと

や疑間に思ったこ

となどをワークシ
ートに書く。

○本時で学んだことから,興味を持っ
たこと,疑間に思ったことなどをヮ
ークシー トに書かせる。次時は「お

茶」について学習する事を伝える。

ワー ク シー ト
2:漢字につい
て興味を持った
こと

字についてさら

に探究しようと

したか。

学習項目 主な発問や指示 学習活動 指導上の留意点 資料 評価

導

入
日本 と中国
のお茶の種
類

○「次の漢字の読み方は
何でしょう。」

○「日本と中国のお茶の
種類を比較してみまし
ょう。」

○資料から,お茶の
読み方を考える。

○資料から,日 本と
中国のお茶の種類
を比較する。

○「ウーロン茶」「ジャスミン茶」「プー

アル茶」「トチュウ茶」のカタカナと

漢字を示し,ク イズ形式で対応させる。

○日本と中国のお茶の種類を比較させ ,

発酵と製法の違いを確認させる。

資料 13:お 茶の

漢字クイズ

資料 14:日 本と

中国のお茶の種
類

関心。意欲・態度

日本と中国のお

茶の種類につい

て比較 し,そ の
違いを見つけよ

うとしたか。

展
開
Ｉ

お茶の飲用
地 域 (世 界
全体)

○「お茶は世界のどれく
らいの国や人々に広ま
ってい るで しょう
か。」

○資料の「○力国」
「〇億人」にあて
はまる数字を予想
する。

○お茶の「○力国」「〇億人」を 漢字
の「6カ国」「15億人」を参考に予想させ,

約 160カ国,約 30億 人であることを
伝える。

資料 15:漢字使
用とお茶飲用の

国数と人口

知識。理解

世界中でそれぞ

れの地域に合っ

た種類のお茶が
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○「よくお茶を飲んでい
る国々をみて気づいた
ことはあ りません
か。」
○「アジアではどのよう
なお茶が飲まれている
でしょうか。アジア以
外ではどのようなお茶
が飲まれているでしょ
うか。」

○地図から,お茶を
飲用している国々

の範囲を考える。

○写真から,ア ジア
やアジア以外のお

茶の種類を確認す
る。

○アジアばかりでなく,ア フリカや北米,

南米にもお茶が飲用されていること
に着目させ,お茶は世界中に伝播し
ていることをおさえる。
○主に日本。中国は「緑茶」,マ レーシ
アは「ウーロン茶」,シ ンガポールは
「プーアル茶」がイギリスやインド
では「紅茶」が飲用されていること
を確認し,地域に合った種類がある
ことをつかませる。

資料 16:世界で
お茶が飲用され

る国々の地図

資料 17:ア ジア
のお茶の種類の

写真

資料 18:ア ジア
以外のお茶の種

類の写真

飲用されている
ことをつかむこ

とができたか。

展
開
Ⅱ

お茶の効能 ○「どうしてお茶は世界
中に広まったのでしょ
うか ?」

○「お茶の成分表を見て
気づいたことをワーク
シー トに書きましょ
う。」

○「カテキン・カフェイ
ン・ビタミンCは どの
ような効果があるので
しょう。」
○「現在,特 に緑茶が世
界中でブームになって
いるのはなぜでしょう
か ?」

○地図を参考に,ど
うして世界中でお

茶が飲まれている
のかを考え,ワ ー
クシートに書く。

○お茶の成分表を読
み取 り,気づいた
ことをワークシニ

トに書く。

○資料から,お茶に
含まれている成分
の効果を確認する(

○資料から,緑茶が
ブームになってい

る理由を考える。

○お茶が世界中で飲用されていること
を再度確認し,漢字がアジアの一部
で使用されるのに対 し,お茶が世界
中で飲用 される理由を考えさせる.

児童は,「体によい」「おいしい」「運
べる」などと予想する。日本に伝播
した最大の要因である「体によい」
について検証する。
○お茶の成分表から気づいたことをヮ
ークシートにまとめさせる。「ビタミ
ンが摂れる」「カフェインが摂れる」
「カテキンが摂れる」などお茶の効
能について着目させる。
○「カテキン」「カフェイン」「ビタミン
C」 のそれぞれの効能について説明し,
体によいことをつかませる。

○緑茶,ウ ーロン茶,紅茶 を比較 し,
緑茶が体によい成分が多く,た くさ
んの効能があることをつかませる。

資料 19世界で
お茶が飲用され
る国々の地図
ワー クシー ト
3な ぜ お茶が
世界中に広まっ

たのか

資料 2お茶の
成分表
ワー クシー ト
4:お茶の成分表
からわかること

資料 2:体によ
い成分

資料 2世界中
で緑茶ブーム

資料 2緑茶の
の効能

思考・判断

漢字がアジアの
一部に伝播した
のに対し,お茶
が世界中に伝播
した理由を考え
ることができた
か。

技能 。表現
お茶が世界的に

飲用されている

理由の 1つ とし
て,お茶の成分
表から読み取り,
考えたことをま
とめることがで

きたか。

終
結
日本独 自に

発達 した茶
文化

○「これは何の写真です
か。」
○「茶道が世界中に広ま
つている事例をみまし
ょう。」
○「漢字とお茶の同じと
ころと違うところにつ
いて まとめ ましょ
う。」

○何の写真かを考え
る。

○新聞記事 を読み,
茶道の広まりを説
明を聞く。

02時間の学習を基
に,ワ ークシー ト
にまとめる。

○作法に着目させ,日 本独自に発達し
た茶道であることを伝える。
○日本で独自に発達した茶道は中国に
逆輸出されていることを確認する。

○中国から日本に伝わったことを強調
し,漢字とお茶の共通点と相違点を
まとめさせ,文化の交流に気づかせる。

資料 24:日 本の
茶道の写真

資料 25:世界に
広がる日本の茶
道の新聞記事
ワー クシー ト
5:漢 字 とお茶
で同じところと

違うところ

お茶は日本で独
自の種類や作法
を発達させ,中
国へ再伝播され
ていることを理

解することがで

きたか。

永田 成文

※2007年 度社会科教育特論演習Ⅱで院生の森健輔と共同で作成した指導案に,趣旨を変えない範囲で永田が加筆修正した。

お茶の成分表職
′
書き方!ま同じでも、意 llXが違う

資料8:世界の漢字使用地域  資料 12:意味が異なる漢字
※森健輔が作成し、栗真小学校の実験授業で使用した資料である

Ⅳ.文化交流の理解を深める近隣諸国の学習
の効果

1.分析視点

小単元が文化交流の理解を深めるために効果があった

のかを確かめるために、ワークシート記述を分析する。

小学生の発達段階に適切な教材であるのかを検討するた

めに、大学生のワークシート記述も参考にする。小単元

の実験授業を、2007年 6月 に栗真小学校で 5・ 6学年合

同(45名 )で森健輔が実施し、2008年 の5月 に三重大学

教育学部の社会教材研究受講璽50名 )こ永田が実施した。

ワァクシート記述の分析視点と指標を表したものが表

2、 分析指標をもとにワークシートの記述を分析した結

果を表したものが表 3である。

づいたことなワークシートに書きま1´ .ょう
100gあたり1麟 卒峯 島龍茶 紅 茶 参考 :コ ーヒー

警 10,物 Og

炉 Iであ: ■鞠
all騰暉

C8鈍

ンタミンd
雛 10´毎 10.9J 00

資料 16:世界のお茶飲用地域 資料 20:お茶の成分表

。永田が資料20の参考コーヒーを付け加えて三重大学で使用した。

飩蛉

表 2 ワークシートの観点と分析指標

分析視′点
分析指標

数 内容

2:【関心・意欲・態度】
日本と中国の漢字

1つ記述 +1
複数記述 +2

関心の記述あり
意欲の記述あり
態度の記述あり

+1

+2

+3

3:【思考・判断】
お茶の広まりの違い

1つ記述
複数記述

+

+2
思考の記述あり
判断の記述あり

+ l

+2

4:【技能・表現】
お茶の成分表

1つ記述
複数記述

+1

+2
技能の記述あり

表現の記述あり

+1

+2

5-1:【知識 0理解】
漢字とお茶の共通点

1つ記述

複数記述

+ 1

+2

知識の記述あり
理解の記述あり

+

+2

5-2:【知識・理解】
漢字とお茶の相違点

1つ記述

複数記述

十 l

+2
知識の記述あり
理解の記述あり

+ 1

+2

※無記述やテーマに関係しない記述は 0ポイントとした。
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文化交流の理解を深める小学校社会科における近隣諸国の学習

表 3 ワークシートの分析結果
2:漢字について興味を持つたことを書いてみよう
関心 :漢字でわ盗≧ったことや驚立〕たこと,意欲 :

!(複数回答)【関心 0意欲 0態度】
漢字でさらにわかりたいこと,態度 :漢字でわかったことからの疑問や分析

ポ

ン

小学生 (全体 45名 )=15年 20名 |[6年 25名 ] 大学生 (50名 )
記述数 (人 :%) 関心 と意欲と態度 (人 :%) 記述数 関心 と意欲 と態度
2.2)=10: 0.01 l (1: 2.2)= 0:0.0 1: 4.0 0人 ( o%) 0人 ( 0%)

1 (40:88.9)=118:90.01[22:88.0] 3l : 68.9) = 16:80.0 15:60.0] 人 (36.0%) 16人 (32.0%)
4: 8.9)=12:10.01[2: 8.0 24.4 4:20.0 [7:28.0 32人 (64.0%) 7人 (14.0%)

2: 4.4)= 0: 0.0 2: 8.0 27人 (54.0%)
平均 1.07)=11.101[0.96] 1.31)= 1.201 [r.+o] 1.64 2.22

回答
の例

関心 :日 本と中国で漢字の意味と書き方が異なる(23)=1111[12]
関心 :中国の読み方が日本と異なる(6)=101[6]
意欲 :日 本語と中国語の他の漢字の意味と書き方を知りたい

(5)=131[2]
意欲 :も っと中国語 (読み方や書き方や意味 )を知りたい(4)=lll[3]
関心 :こ の書き方が中国ではこの書き方なんて不思議だ(4)=121[2]
態度 :なぜ日本と中国で漢字の意味と書き方が異なるのか(2)=101[2]
意欲 :特別な読みの漢字を調べたい(2)=1研 [2]
関心 :漢字はいろいろな形からできている(2)=121[0]
関心 :中国の漢字は難しい(2)=111[1]
関心 :漢字はアジアに広まっている(1)=lll[o]
関心 :日 本と中国で漢字は似ている(1)=111[0]

関心 :日 本と中国で漢字の意味と書き方が異なる (31)
態度 :なぜ日本と中国で漢字の意味と書き方が異なるのか (21)
態度 :なぜ日本は中国の漢字をそのまま使用しなかったのか (18)
意欲 :日 本語と中国語の他の漢字の意味と書き方を知りたい (9)
関心 :漢字はアジアに広まっている (5)

離 :蓬早急実鼻課響謀牟褒:重 i早ネ謙 と
を
(智

りたい ③

意欲 :中国人がどのようにしてたくさんの漢字を覚えているのか知り
たい (2)

関心 :日 本と中国で漢字は成長 (変化)している (2)
態度 :漢字は国ごとに違う使い方をしているのではないか (1)
態度 :なぜ日本ではひらがなを使うのか (1)
態度 :なぜ日本は中国の漢字を使うのか (1)
関心 :漢字はいろいろな形からできている (1)

関

関

この書き方が中国ではこの書き方なんて不思議だ (1
日本と中国で漢字は似ている (1)

3:漢字はアジアの一部にしか広まらなかったのに,お茶が世界中に広まったのはなぜだろう?(複数回答)【思考・判断】
思考 :お茶や漢字の一方からの考え,判断 :漢字とお茶を関連付けての分析 (判断の記述は記述数を2つ とカウントする)
ポ

ン

小学生 (全体 45名 )=15年 20名 |[6年 25名 ] 大学生 (50名 )
記述数 人 :%) 思考 と判断 (人 :%) 記述数 思考 と判 断

(10:22.2)=12:10.01[8:32.0] (10:22.2)= 2:10.0 8:32.0 o人 ( o%) o人 ( o%)
1 (23:51.1)=112:60.01 [11 :44.0] (g+ : zs.o) = 18:90.0 16:64.0 8人 (16.0%) 人 (42.0%)

rZ : 26.T)= | 6 : 30.01 [ O : 24.0] 1: 2.2)= 0: 0.0 [1: 4.0 人 (84.0%) 人 (58.0%)
平均 1.09 1.201[0.92] (0.80)= lo.gol lo.tz 1.84

回答
の例
思考 :お茶
思考 :お茶
思考 :お茶
思考 :お茶
思考 :お茶
判断 :言語
思考 :お茶
思考 :お茶

|ま体によい(19)=1111[8]
まおいしい(15)=181[7]
よ貿易(運搬)で きる(5)=131[2]
ま栽培できる(4)=131[1]
よ飲みやすい(3)=101[3]
は難しいがお茶は気軽に取り入れられる(1)=101[1]
ま様々な種類がある(1)=10[1]
ま食べ物 (1)=101[1]

判断 :既に
(好み

思考 :お茶
思考 :言語
思考 :お茶
思考 :お茶
判断 :漢字
やす

判断 :言語
思考 :お茶
思考 :お茶
判断 :言語
思考 :お茶

存在する場合,漢字は言語で取り入れにくいがお茶は飲料
|で取り入れやすい (17)
は貿易 (運搬 )できる (9)
は既に存在している (9)
|よ生きるために必要 (8)
|ま おいしい (6)
は文化で取り入れにくいがお茶は飲料 (好み )で取り入れ
し` (5)
|よ難しいがお茶は気軽に取り入れられる (5)
|よ栽培できる (5)
|よ様々な種類がある (4)
はアレンジしにくいがお茶はアレンジしやすい (3)
|ま食べ物 (3)

思考 :言語
思考 :お茶
思考 :漢字
思考 :お茶
思考 :漢字

よ数多くの文字が存在する (3)
ま保存がきく (2)
よ人とのコミュニケーションが必要 (2)
を飲む習慣がなかった (1)
まアレンジがきかない (1)

4:お茶の成分表からわかることを書いてみよう?(複数回答)【技能 0表現】
技能 :お茶の成分の資料の読み取り,表現 :資料の読み取りからの分析した表現
ポ

ン

小学生 (全体 45名 )=15年 20名 |[6年 25名 ] 大学生 (50名 )
記述数 人 :%) 技能 と表現 (人 :%) 記述数 技能 と表現

3: 6.7)=12:10.01[1: 4.0] g. 6.7)= 2:10.0‐ 1: 4.0 r A ( 2.oo/o) 1人 (2.0%)
l (14:31.1)=1 4:20.01 L10:40.OJ 37:77.8)= 18:90.0 19:76.0 14人 (28.0%) 34人 (68.0%)
(28:62.2)=114:70.01 [14:56.0] 5:15.6)= 0: 0.0 5:20.0] 人 (70.0%) 人 (30.0%)

平均 (1.56)=11.601[1.52] 1.04)= lo.9ol[1.16

回答
の例
技能 :日 本茶はビタミンが多い(25)=171[18]
技能 :紅茶はカテキンが多い(16)=110[6]
技能 :紅茶はビタミンCがない(13)=171[6]
技能 :お茶はカフェインはほぼ同じ(6)=151[1]
表現 :お茶は体によい(5)=101[5]
技能 :お茶はカテキンが多い(4)=131[1]
技能 :紅茶はカフェインが多い(2)=111[1]
技能 :日 本茶は栄養が多い(2)=121[0]
技能 :日 本茶はカフェインが少ない(2)=1研 [2]
技能 :お茶はいろいろな成分がある(1)=111[0]
技能 :お茶は繊維質がほぼ同じ(1)=10[1]
技能 :日 本茶は繊維質が少ない(1)=ld「 1]

技能 :お茶
技能 :日 本
表現 :お茶
技能 :日 本
技能 :お茶
技能 :お茶
技能 :お茶
表現 :紅茶
技能 :お茶
技能 :お茶
技能 :紅茶
技能 :紅茶

|よ コーヒーより栄養が多い (30)
茶はビタミンが多い (21)
は体によい (13)
恭は栄養が多しヽ (9)
|よいろいろな成分がある (5)
|よ カフェインが多い (4)
|ま ビタミンが多い (3)
(完全発酵 )は栄養が失われる (2)
まカテキンが多い (2)
ま種類によって栄養が異なる (2)
よカテキンが多い (1)
まビタミンCがない (1)

5-1:中 国から伝わつた漢字とお茶で同じところと違うところを書いてみよう!〈同じところ)(複数回答)【知識・理解】
知識 :伝播や変容のみ記述,理解 :伝播と変容を関連付けて記述 (理解の記述は記述数を2つ とカウントする)
ポ

ン

小学生 (全体 45名 )=15年 20名 |「 6年 25名 ] 大学生 (50名 )
記述数 人 :%) 知識 と理解 (人 :%) 記述数 知識 と理解

0 13 : 28.9) -l 7 : 35.01 [ 0 : Z+.0] i3 : 28.9)= 7 : 35.01 [6:24.0] + )u ( e.oYo ) 4人 (8.0%
l (29:64.4)=111:55.01[18:72.0] (30:66。 7)= H:55.01 [19:76.0] 14人 (28.0%) 26人 (66.7%
(3: 6.7)=12:10.01[1 2: 4.4)= 2:10.01 [o: o.o] A G+lo/o) 20人 (4.4%

平均 (0,78)=10.751 [0.80] (0。 76)= 0。 751[0.76]
回答
の例
知識 :中国から伝わつた(24)=191[15」
知識 :中国が生み出した(3)=101[3]
理解 :中国から伝わり日本で変化した(2)=121[0]
知識 :昔からある(2)=101[2]
知識 :い くつかの国に伝わった(1)=111[o]
知識 :生活の中で定着している(1)=111[o]

知識 :生活の中で定着している (25)
理解 :中国から伝わり日本で変化した (20)
知識 :日 本で独自の変化をした (15)
知識 :中国から伝わった (3)
知識 :い くつかの国に伝わった (1)
知識 :昔からある (1)

5-2:中国から伝わつた漢字とお茶で同じところと違うところを書いてみよう!〈違うところ〉(複数回答)【知識。理解】
知識 :伝播の違いや交流のみ記述,理解 :伝播の違いと交流の両方を記述 (理解の記述は記述数を2つ とカウントする)
ポイ
ント

小学生 (全体 45名 )=15年 20名 |[6年 25名 ] 大学生 (50名 )
記述 数 人 :%) 知識 と理解 (人 :%) 記述数 知識 と理解

:40.0)=111:55.01[7:28.0] (rs : +o.o)= 5.01[7:28.0] 8人 (16.0%) s A (ro.oolo )
27:60.0)=19:45,01[18:72.0] 27:60.0)= 9:45.01 18:72.OJ zt )u $+.oo/o) 1人 (62.0%)
0: 0.0)=10: o.ol「 o: o ol (o: o.o)= 0: 0.01 0: 0.01 15人 (30.0%) A Q2.oo/o)

平 均 (0.60)=10.451[0.7 (o.oo) = o.+sl lo.t 1.06

回答
の例
知識 :漢字はアジァのみ,お茶は世界 (広い地域 )に広がっている
(25)=191[15]

知識 :使ったり飲んだりする国の数(2)=10[2]

知識 :漢字はアジアのみ,お茶は世界 (広い地域)に広がっている
(23)

理解 :漢字はアジアのみ,お茶は世界に広がリー部中国に逆輸入され
ている (11)

知識 :お茶は中国に逆輸入されている (6)
知識 :お茶はアレンジしやすく漢字はアレンジしにくい (3)

知識 :お茶は物質 (形のあるもの)で漢字は文化 (形のないもの)で
ある (2)

知識 :使つたり飲んだりする国の数 (1)
※太字は分析の際に着目する視点と記述例である。ワークシートの記述内容からそれぞれの記述例にあてはめた。 | |は 5年,[ ]は 6年 の値を示している。



永田 成文

2ロ ワークシー トの分析

文化交流の理解を深める要素である、文化の伝播、変

容、交流に着目して、ワークシー ト記述を分析する。

ワークシー ト2「漢字について興味を持ったことを書

いてみよう」【関心 0意欲・態度】の記述から、小学生は、

中国から日本へ伝播した漢字が日本で変容していること

に対する関心や中国と日本の漢字の違いについてもっと

知 りたいという意欲が高まっている。5年 と6年 を比較

して、6年は、よりもっと知 りたいという意欲が高まっ

ている。大学生と比較して、小学生は漢字に対する疑問

を出し、分析をする態度までは至っていないことがわか

る。

ワークシート3「漢字はアジアの一部にしか広まらな

かったのに、お茶が世界中に広まったのはなぜだろう」

【思考・判断】の記述から、小学生は、中国からの漢字

とお茶の伝播の範囲の違いについて、お茶の特質からの

思考がなされている。6年は伝播の範囲ではなく伝播の

手段の回答が多 く、題意を取 り違えているためポイント

が 5年 より低 くなっている。大学生と比較して、小学生

はお茶と漢字を関連付けて特質の違いを判断することが

かなり難しいことがわかる。

ワークシニト4「お茶の成分表からわかることを書い

てみよう」【技能・表現】の記述から、小学生は、お茶

は体によいことの検証として、お茶の成分を資料から読

み取る技能が高まっている。5年と6年を比較して、6

年は、より資料の読み取りからの分析したことを表現す

ることができている。大学生と比較して、小学生は資料

の読み取りとることに留まり、全体の読み取りから分析

した表現ができていないことがわかる。

ワークシート5「中国から伝わった漢字とお茶で同じ

ところと違うところを書いてみよう」【知識・理解】の

記述から、小学生は、中国から日本への漢字やお茶の伝

播やそれぞれの変容、お茶の伝播の範囲の違いを知識と

して得ている。しかし、お茶の交流については意識でき

ていない。また、題意を取 り違えている児童がかなり多

い。5年 と6年を比較 して、6年 は、よりお茶の伝播の

範囲の違いを把握できている。大学生と比較して、小学

生は伝播と変容を関連付けたり、双方向の伝播である文

化の交流を理解できていないことがわかる。

小単元を通して、児童は文化の伝播や伝播した文化の

変容についての意識が高まっている。これは、漢字とお

茶のそれぞれで伝播と変容のイメージがつかめているた

めである。しかし、日本で生み出された茶道の中国への

再伝播についての意識が弱く、文化の双方向での交流が

十分に把握されていない。これは、日本で抹茶という新

しい種類がアレンジされ、抹茶から日本独自の茶道が生

まれたという変容の意識が弱 く、茶道が日本から伝播し

たこととの関連づけが不十分であるためである。

以上の分析から、中国から日本に伝播した漢字とお茶

の伝播の範囲や変容や交流を比較検討する手法は、文化

交流を理解を深めるために一定の効果があるといえる。

V.成果と課題

本研究は、小学校社会科における近隣諸国の学習につ

いて、文化交流の理解を深める学習を提案した。文化の

伝播、文化の変容、文化の交流に着目し、それぞれ特質

の異なる文化事象を比較検討する新しい学習に基づいて

授業を開発し、実験授業を実施した。ヮークシートの分

析結果から、本研究で開発した授業は児童の文化交流の

理解を深めるために一定の効果があることを示した。

従来の近隣諸国の学習で、導入のみに位置づけられて

いた近隣諸国から伝播した文化事象は、文化交流の理解

を深める近隣諸国の学習では、学習内容の中核として位

置づけることができる。

実験授業では、児童は文化の交流を意識することが不

十分であった。「なぜお茶は日本から中国に伝播するの

に漢字は伝播しないのか」という問いを加えるなど、文

化の再伝播による交流の有無を児童に意識させる手だて

を取り入れていく必要がある。今後、他の近隣諸国につ

いても文化交流の理解を深める教材を検討し、授業開発

を行っていく必要がある。
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